
 
 
 
 
 

       

 

対話の大切さ 
                                         副校長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

日 曜 時程 
朝の

時間 

S
C 

相
談
員 

行事予定 １年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 

１ 日            

２ 月 Ｂ時程 朝会    ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

３ 火     文化の日       

４ 水 午前授業 朝学習  〇 4 時間授業（校内研究授業のため６年１組のみ５時間） ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

５ 木 Ａ時程 安全指導   学習発表会（リハーサル） ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

６ 金 午前授業 朝学習  〇 学習発表会（児童鑑賞日） 下校１３時頃 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

７ 土 午前授業 朝学習   学習発表会（保護者鑑賞日）下校１２時２０分頃 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

８ 日            

９ 月     振替休日       

10 火 Ａ時程 朝学習 〇   ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

11 水 Ｂ時程 児童集会  〇 歯科検診（全学年） ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

１２ 木 Ａ時程 朝読書   ＧＴＥＣ（６年） 遠足（１，２年） ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

１３ 金 Ｂ時程 朝学習  〇 ３年生遠足 委員会活動⑧ ４ ５ ６ ５ ６ ６ 

１４ 土            

１５ 日            

１６ 月 午前授業 朝学習   4 時間授業（校内研究授業のため１年 2 組のみ５時間） ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

１７ 火 Ａ時程 朝学習 〇  あいさつ運動(3 年) 避難訓練 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

１８ 水 Ｂ時程 朝学習  〇  ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

１９ 木 Ａ時程 朝読書   
あいさつ運動(3 年) 情報モラル教室（全学年）  

クリーン運動 
５ ５ ６ ６ ６ ６ 

２０ 金 Ｂ時程 朝学習  〇 クラブ活動⑦ ４ ５ ５ ６ ６ ６ 

２１ 土            

２２ 日            

２３ 月     勤労感謝の日       

２４ 火 Ｂ時程 朝学習 〇  個人面談① ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

２５ 水 午前授業 児童集会  〇 練馬区教育研究会のため 4時間授業 下校１３時頃 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

２６ 木 Ｂ時程 朝読書   個人面談② ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

２７ 金 Ｂ時程 朝学習  〇 個人面談③ ４ ５ ５ ５ ５ ５ 

２８ 土            

２９ 日            

３０ 月 Ｂ時程 朝学習   個人面談④ ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

令和８年度 

練馬区立大泉学園緑小学校 

校長 島 川 浩 一 

令和８年 １０月３０日 

今月の引き落とし予定    引き落とし日   １１月 ５日（木）  ※前日までのご入金をお願いします。 
 

時程と下校時刻      火・木…A時程 ４時間（13：20頃）・５時間（14：40頃）・６時間（15：30頃） 
               月・水・金…B時程 ４時間（13：20頃）・５時間（14：20頃）・６時間（15：１０頃） 
                今月の予定    

 
１１月になりました。少し肌寒さを感じるようになってきました。落ち葉が積もりだんだん

と冬の様相になっていきます。 
本校の今年度の校内授業研究のテーマは「対話」です。授業の中で対話を重ねて、学習の定

着度を高めたり、新たな創造力を生み出したり、方法や技能を編み出したりしていく力を児童

たちがつけていくことを狙っています。 
人間は社会的な動物です。社会を構成するためには言語、記号などお互いにコミュニケーシ

ョンをとるための手段が必要です。学校では、社会に適応するために、コミュニケーションを

とる手段である言語を学びます。その言語を用いて社会で必要な知識を得たり、人同士の気持

ちを確かめ合ったりするなど、児童たちは学校で言語の使い方も学ぶわけです。 
対話は各個人が集団の中で過ごしてこそ獲得でき、熟練されてくるものです。１回の対話の

やりとりは、そのそれぞれの瞬間に自分と相手との間で交わされ、とても短い時間内で行われ

ます。もしかしたら考える前に反応だけで言葉のやりとりをして成り立っているのかもしれま

せん。そのような「感覚」を培ってこそ対話が自然にできて、円滑にコミュニケーションがと

れるようになっていくのだと思います。 
インターネットやチャットが全盛の世の中になり、ますます「対話」の重要性が高まってい

ると考えます。話すよりもタイピングによる即レスポンスというべきなのでしょうか？話しな

がら考え反応するのと、タイピングしながら考え反応するのはどちらが技能的には難しいので

しょうか？短い時間で反応しなくてはならない点では変わらないですね。 
違うのは目の前に人がいるかいないかです。けれど目の前に人がいなくても相手がいること

を前提に、相手のことをいろいろ考えながら対話をしています。対話は相手がいて相手のこと

や相手の気持ちを考えないと成り立たないのです。 
AIに向かっての対話？も AIのことを考えないと自分が望んだ答えが返ってきません。対話
を重ねるということは相手（AI も含む）のことを理解し、互いに歩み寄り納得解を見出すプ
ロセスなのかもしれません。 
社会生活を円滑に過ごすために「対話」はとても重要なはたらきをします。これからも対話

の大切さを児童たちに教えながら、授業研究を重ねてまいります。 
 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
教材費 
移動教室費 ０円 200０円 ０円 ０円 ０円 3000円 

合 計 ０円 200０円 ０円 ０円 ０円 3000円 


